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１ 当初予算の規模 

平成２４年度高崎市の一般会計予算は、 
１，５３２億５，０００万円、前年度比１．９％の減といたします。 

また、一般会計、特別会計、企業会計を合算した予算総額は、 
２，４９５億３，８９２万３千円で、国民健康保険事業及び介護保険特別会計の給
付費の伸び等により、前年度比１．１％の増でございます。 
なお、国の一般会計予算は前年度比２．２％の減、地方公共団体の予算編成の指
針となる地方財政計画では、前年度比０．８％の減となっております。 
 

２ 予算編成の基本方針 

本市の平成２４年度予算編成にあたりましては、「既存事業の縮小・廃止及び徹
底した事業費の削減」、「重点事業の積極的な推進」及び「人件費の圧縮」の３つの
柱を掲げ、予算の全体的な見直しを図りながら、歳出総額の削減に努めるとともに
重点事業等に財源を振り向けていくものといたしました。 
また、将来にわたり健全財政を維持していくために、基金等の活用など、財源の
確保や財政負担の平準化を図ることにより、計画性のある長期的な視野に立った予
算編成として取り組むことといたしました。 
 

３ 一般会計予算の概要 

予算編成では、職員一丸となって既存事業の徹底的な検証等に取り組んだことに
より、約１５０項目にわたり経費削減を行ったほか、人件費についても配置等を見
直すことで、４２人の圧縮を図るなど、行政事務費の削減を行いました。 
また、厳しい財政状況下ではありますが、第５次総合計画並びに「新しい高崎」
の実現に向けた政策の中から、重点事業を選定し、スピード感を持って積極的に推
進していけるよう、新規並びに拡大事業７０項目について、重点的に財源を配分い
たしました。 
以上のような調整を行い、市債残高は前年度と比較して３．２億円を圧縮するな
ど、一層の財政の健全化に努めることといたしました。 

はじめに、歳入の概要でございます。 
市税は、震災や円高等の影響により厳しい経済状況が続いているものの、市民税
個人では、年少扶養控除の廃止等により５．２％の増といたしました。法人では、
震災等の影響もあって２．３％の減として見込んでおります。固定資産税について
は、評価替えの年にあたり土地や家屋の評価が下がることから４．３％の減を見込
みました。事業所税は、通年分の課税となることから１６．９億円余りを計上し、
市税全体では５６６億８，５０５万４千円としております。 
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地方交付税のうち普通交付税は、地方財政計画の伸び率を勘案して１５０億円を、
特別交付税は１８億円を計上いたしました。 
繰入金では、財政調整基金から３６．１億円、減債基金から１０億円を繰入れる
ほか、地域振興基金２億円、福祉基金１．５億円などを取り崩して事業費に活用す
ることといたしました。 
市債では、建設事業等について緊急性や有効性等を考慮し、実施事業数を絞るな
ど発行額の縮減に努め、１３．０％の減といたしました。 

次に、歳出の主要な事業等については、「新しい高崎」の基本政策に基づき政策
分野ごとに分類し説明いたします。 

『教育と人づくり』 
私立幼稚園に通う第３子以降の子どもについて、公立幼稚園同様、「保育料完全

無料化」とし、子育て世代の経済的な負担を軽減いたします。 
小学生が合併地域の豊かな自然環境の中で農業体験ができるように「小学生自然
体験活動事業」を開始いたします。 
学校施設整備では、「校舎等の耐震化」を優先して推し進めるため、平成２４年
度で全ての小中学校・幼稚園の耐震診断を完了できるように予算を計上いたしまし
た。また、「学校・幼稚園の暑さ対策」や「経済大学附属高校第二グラウンドの人
工芝整備」などについても実施いたします。 
スポーツ施設では、「菊地サッカー場（仮称）」や「グラウンドゴルフ場」を新た
に整備してまいります。 
経済大学では、「学生海外留学支援制度」の創設と新たに「まちなか教育活動セ
ンター」を設置するなど、積極的な学生の活動を応援し、本市の活性化につなげて
まいります。 

『産業の振興』 
産業に関しては、震災の影響などから早期に回復できるような政策が必須である
と考えております。 
農業では「地産多消推進事業」を継続・拡大して実施し、本市の安全でおいしい
農畜産物を積極的にＰＲしてまいります。 
商工業では、新たにビジネス活性化緊急対策として「小口資金融資保証料の全額
補助制度」の拡充、「創業者融資保証料の全額補助や利子補給制度」及び「中小企
業機械設備導入支援事業」によるリース料金の助成制度を新たに創設し、高崎市独
自の施策として、総合的に進めてまいります。 
事業所税に対する助成制度「中小企業経営安定化助成金」についても、中小企業
者の経営基盤安定のために引き続き実施をしてまいります。 
本市では、他市と比較しても非常に優位な制度とした「ビジネス立地奨励金」を
創設しました、さらに「ビジネス誘致推進事業」を展開することによりキャンペー
ンや情報提供の拡大などを図り、本市への企業誘致に努めてまいります。 
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『文化と歴史を活かした創造的な高崎』 
文化活動では、まちなかの賑わいや若者の自主的な文化事業への参加を促進する
ため、「まちなか音楽活動助成事業」を創設いたします。 
群馬交響楽団が出演する「心に響く音楽会」や「やさしいクラッシック音楽会」
を開催してまいります。 
史跡の保存整備では、「日高遺跡」、「箕輪城跡」等の整備を継続して実施いたし
ます。 
また、高崎まつりを彩る山車などの歴史的価値のある文化資産の修復等について、
「伝統芸能備品等修繕費補助」を創設し、支援を行ってまいります。 

『やさしい眼差しに満ちた市政』 
児童福祉では、親子のふれあいを深める子育て支援事業として、読み聞かせの実
施などを行う「ブックスタート事業」を新たに開始いたします。 
高齢者福祉では、新たに「高齢者買い物支援事業」を実施し、バスツアーや移動
販売の支援を行い、買い物難民「ゼロ」を目指します。 
施設整備では、吉井地域に福祉相談や交流の拠点、デイサービス機能を併せ持っ
た「吉井総合福祉センター（仮称）の建設」と老朽化した「吉井保育所の改築」に
も着手いたします。浜川体育館、群馬体育館には、幼児用トイレ及び授乳室を設置
する「子育て支援のための体育施設の改修」を行ってまいります。 
また、高崎市における特別養護老人ホームについて、緊急度の高い在宅待機者「ゼ
ロ」を今年度の予算で実現することとし、「老人福祉施設等施設整備」を実施する
社会福祉法人に支援を行ってまいります。 
その他「多機能型住居整備調査」など、調査・検討を実施いたします。 

『合併した地域の個性を活かした魅力づくり』 
「小栗の里整備事業」では、倉渕支所の改修を行い、公民館機能や図書室機能等
を有する、市民が利用しやすい施設として整備してまいります。 
スポーツイベントでは、「ツール・ド・榛名（仮称）」、「マラソンフェスタ in 榛

名湖」として、榛名湖畔を中心に平成２５年度に開催できるよう準備にはいります。 

『安心・安全な地域社会づくり』 
東日本大震災及び福島第一原発の災害発生に伴い、市民の安全や防災に対する考
え方が高まっております。本市では災害発生直後から被災地への職員派遣や物資支
援、被災者の受け入れを行ってきたほか、農畜産物への風評被害や放射線汚染に、
いち早く対応してきたところでございます。 
平成２４年度においても引き続き、市民の安心・安全に向けた取り組みを実施し
てまいります。 
全ての小学校・幼稚園・保育園・特別支援学校の児童生徒に「防災頭巾」を配布
することで、防災意識の啓発と訓練につなげていきたいと考えております。 
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放射線に対する不安等の解消を少しでも取り除けるように、新たに「測定機器を
購入」するほか、給食食材、プール、農畜産物、焼却施設等の「放射線測定」を、
市内全域において箇所数を増やし、継続的に実施してまいります。 
快適な住環境への取り組みとして、地球温暖化対策の一助となる「太陽光発電シ
ステム導入経費の助成」を、広く多くの市民に利用いただけるよう継続して実施し
てまいります。 
町内会や商店街が実施する「省エネルギー型街路灯の整備」には、設置・更新が
積極的に行えるように、補助率や助成額を大幅に引き上げ、普及推進を図ってまい
ります。 
斎場につきましては、老朽化した現在の施設に代わる「新たな斎場の建設」に向
けて実施設計及び測量を実施いたします。 
また、ペットの適正な管理については、社会問題となりつつあることから、「ね
この不妊・去勢」にかかる手術費用に対し、新たに助成を行ってまいります。 

『大勢の人が歩き、賑わう街』 
本市の拠点性と交通の利便性をさらに高めるため、「スマートインターチェンジ
の整備」や「高崎駅東口駅前広場の再編成」を促進するほか、区画整理事業や街路
事業等についても継続して都市基盤の整備を推進してまいります。 
「都市集客施設整備」については、建設に向けての基本設計に入りますが、大き
なプロジェクトとなりますので「都市集客施設建設基金」を設置し、将来的な財政
負担の平準化を図れるようにいたしました。 
「たかさき雷舞フェスティバルの海外チーム招聘」、「外国人の誘客推進事業」、
また、「多言語ホームページ及びシティーセールスパンフレットの作成」など、国
外にも目を向けて、本市の観光資源を PRし、集客増を図ってまいります。 
首都圏から近く、災害にも強い本市の特性を活かして「バックアップ情報機能セ
ンター」の構築に係る調査を行ってまいります。 
被災した地域から本市のイベントに出展や出演が行えるように予算を計上し、市
民一丸となって一日でも早く被災地域の復興ができるように応援をしていきたい
と考えております。 
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平成２４年度予算の主要ポイント 

～ 歳出の削減と新規事業の創設 ～ 

◎ 歳出削減の主な内容 

○ 一般会計予算１．９％の削減 
○ 組織・人員配置の見直しによる人件費の圧縮 
○ 健全財政を担保する市債借入額及び市債残高の圧縮 
○ 区画整理事業等公共事業費の削減 

◎ 新しい施策の主な内容 

○ 「教育と人づくり」 
・幼稚園の第３子以降の保育料完全無料化 
・耐震補強で学校施設の安全確保 
・菊地サッカー場（仮称）、グラウンドゴルフ場等スポーツ施設の整備 
・経済大学海外留学支援制度の創設、まちなか教育活動センター設置 

○ 「産業の振興」 
・ビジネス活性化緊急対策 
小口資金融資保証料全額補助制度の拡充、新たな創業者保証料・利子補給
制度の創設、中小企業機械設備導入支援事業の創設、ビジネス誘致推進事
業の拡充 

・ビジネス立地奨励金の創設 

○ 「文化と歴史を活かした創造的な高崎」 
・まちなか音楽活動助成事業の創設 
・伝統芸能備品等修繕費の助成の実施 

○ 「やさしい眼差しに満ちた市政」 
・新しい福祉施策の実施 
特別養護老人ホーム待機者ゼロの実現、買い物難民ゼロを目指す高齢者買
い物支援の実施 

○ 「安心・安全な地域社会づくり」 
・新地域防災計画の推進 
防災頭巾の配布、放射能測定の機器購入及び強化、ＬＥＤ街路灯設置補助
の創設 

○ 「大勢の人が歩き、賑わう街」 
・スマートインターチェンジ整備 
・都市集客施設基本設計の着手と都市集客施設建設基金の設置 
・外国人誘客推進事業の実施等 
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平成２４年度主要（新規・拡大）事業 

 

『教育と人づくり』 

拡 １ 幼稚園第３子以降保育料補助の拡充（５４，８１６千円） 
第３子以降の子どもの保育料を完全無料化 

新 ２ 小学生自然体験活動事業（１，４１３千円） 
地域の豊かな自然の中で、春と秋の農業体験を実施 

拡 ３ 耐震補強事業の重点実施（５６６，３５３千円） 
計画を前倒しで実施し、全ての小・中学校、幼稚園で耐
震診断調査を終了させる 

拡 ４ 学校・幼稚園の暑さ対策推進事業（３５，３２０千円） 

新 ５ 経済大学附属高校第二グラウンド人工芝整備事業 
  （１０５，０００千円） 

新 ６ 菊地サッカー場（仮称）整備事業（１１３，３００千円） 
菊地町の旧農業総合センター跡地 

新 ７ グラウンドゴルフ場整備事業（２１，３６２千円） 
城東区画整理地内 

新 ８ 経済大学学生海外留学支援制度の創設（２２，１００千円） 
学生の自主的な国際交流や活動の機会を支援 

新 ９ 経済大学まちなか教育活動センターの設置（２１，５００千円） 
まちなかでの学生の経済活動実践の場を提供 

『産業の振興』 

拡 10 地産多消推進事業（６０，９４２千円） 

拡 11 小口資金融資保証料全額補助制度の拡充（１８３，４００千円） 
融資に伴う保証料を全額市で補助 

新 12 創業者融資保証料全額補助及び利子補給金制度の創設 
      （２０，８７４千円） 

新規創業に必要な設備や準備資金の融資に伴う保証料を
全額市で補助、また５年間の利子補給による軽減措置 

新 13 中小企業機械設備導入支援制度の創設（４０，０００千円） 
設備投資などにより発生するリース料金の一部を助成 



 7

  14 中小企業経営安定化助成（７２５，０００千円） 
経営基盤安定のため、事業所税の全部または一部を助成 

新 15 ビジネス立地奨励金の創設（７９２，２３７千円） 
他の自治体よりも優位な助成制度により、本市への企業
の誘致を図る 

拡 16 ビジネス誘致推進事業の拡充（３４，１２２千円） 
企業や産業の誘致に向けて、キャンペーンや情報提供の
拡大を図る 

『文化と歴史を活かした創造的な高崎』 

新 17 まちなか音楽活動助成事業（１０，０００千円） 
まちなかの賑わいや若者による音楽活動などを支援 

 18 群馬交響楽団による音楽会の開催（１４，０１４千円） 
群馬交響楽団員心に響く音楽会、やさしいクラッシック
音楽会ほか 

  19 史跡の保存整備（１６３，５８７千円） 

新 20 伝統芸能備品等修繕費補助（１０，０００千円） 
山車などの伝統芸能備品の修繕にかかる経費を補助 

『やさしい眼差しに満ちた市政』 

新 21 ブックスタート事業（５，４３０千円） 
絵本の読み聞かせ実施などによる子育て支援事業 

新 22 高齢者買い物支援事業（１１，４００千円） 
買い物難民「ゼロ」を目指し、バス運行や移動販売等へ
の助成を行う 

  23 吉井総合福祉センター（仮称）建設事業（１９０，６００千円） 

新 24 吉井保育所改築事業（１７９，３８５千円） 

新 25 子育て支援のための体育施設改修事業（３，０００千円） 
浜川体育館・群馬体育館に幼児用トイレ及び授乳室を整備 

新 26 老人福祉施設等施設整備費補助（４８１，６６４千円） 
特別養護老人ホームへの入所待機者「ゼロ」の実現 

新 27 多機能型住居整備調査（５，０００千円） 
まちなかにおける世代間の交流拠点施設についての調査 
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『合併した地域の個性を活かした魅力づくり』 

  28 小栗の里整備事業（１８３，４７１千円） 

新 29 ツール・ド・榛名（仮称）開催準備経費（１０，０００千円） 
平成２５年開催予定のサイクリング競技 

新 30 マラソンフェスタ in 榛名湖開催準備経費（１，６５５千円） 
平成２５年開催予定の榛名湖畔でのマラソンイベント 

『安心・安全な地域社会づくり』 

新 31 防災頭巾購入（７０，９０８千円） 
保育園・幼稚園・小学校・特別支援学校の全ての子ども
たちに防災頭巾を購入し、配布 

拡 32 放射線測定機器の購入及び測定の強化（２６，９３１千円） 

拡 33 太陽光発電システム導入促進補助（１６０，０００千円） 

拡 34 街路灯設置補助の拡充（２３，０００千円） 
町内会が設置する街路灯のＬＥＤ化の普及推進を図るた
め、補助率等を拡大 

拡 35 省エネルギー型街路灯整備費補助の拡充（４１，０５５千円） 
商店街の環境づくりを支援するため、省エネルギー型の
街路灯の設置、更新について補助率等を拡大し推進する 

新 36 緊急告示病院等非常用自家発電装置整備補助（６９，３５１千円） 

  37 住環境改善助成事業（１００，０００千円） 

  38 新斎場建設事業（５７７，６６１千円） 

新 39 ねこの不妊・去勢費用助成（３，６００千円） 
手術費用の一部を助成 

『大勢の人が歩き、賑わう街』 

40 スマートＩＣ整備事業（９８３，２５７千円） 

  41 高崎駅東口駅前広場再編成整備事業（１７９，１４２千円） 
高速バスターミナルを整備 

  42 都市集客施設整備事業（１１８，３０２千円） 
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新 43 都市集客施設建設基金設置（２，０００，０００千円） 
建設時の財源負担の平準化を図るため、基金を設置 

新 44 吉井中央公園（仮称）整備（１，８００千円） 
防災機能を備えた公園を整備 

新 45 高崎公園・烏川緑地間の人道橋整備（１０，０００千円） 
城址地区と烏川緑地の回遊性を図るための散策経路を整
備 

拡 46 たかさき雷舞フェスティバル開催補助（９，２００千円） 
海外チームを招聘 

新 47 外国人誘客推進事業（２，０００千円） 
海外観光会社に本市の観光資源をＰＲし、外国人旅行者
の誘客を図る 

新 48 多言語ホームページ・シティーセールスパンフレット作成 
（４，０００千円） 

本市のイベントや観光情報を多言語で発信することで、
外国人の集客を図る 

新 49 バックアップ情報機能構築事業調査（２，０００千円） 
国の機関等の情報バックアップ機能の調査研究 

新 50 被災地復興支援事業（３，５３０千円） 
本市のイベントに被災地から出展・出演できるように援
助し、復興を応援 

 


